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「
人
は
城  

人

は
石
垣  

人
は

堀 

」 

 

武
田
信
玄 

   （１） 
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こ
の
言
葉
は
、
甲
府
に
城
を
造

ら
な
か
っ
た
武
田
信
玄
に
と
っ

て
、
部
下
が
城
や
石
垣
や
堀
だ
、

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
▼
し
か

し
、
角
度
を
変
え
て
み
る
と
こ

れ
は 

“
分
権
と
責
任
“
と
い
う

意
味
に
も
と
れ
る
。
つ
ま
り
信

玄
が
言
う
の
は
、「
自
分
の
部
下

は
、
す
べ
て
ト
ッ
プ
の
権
限
の

一
部
を
委
ね
ら
れ
、
同
時
に
責

任
を
持
つ
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
▼
現

場
に
い
て
お
客
様
の
相
手
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
ト
ッ
プ

で
あ
る
武
田
信
玄
の
か
た
わ
れ

で
あ
り
、
分
身
で
あ
る
部
下
が

お
客
様
の
相
手
を
し
て
い
る
の

だ
、
と
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
だ
▼
だ
か
ら
、
部
下
の
言

う
言
葉
や
仕
草
は
、
お
客
様
か

ら
見
れ
ば
す
べ
て
ト
ッ
プ
の
信

玄
が
口
に
し
、
あ
る
い
は
仕
草

に
表
し
て
い
る
と
受
け
と
ら
れ

る
。
つ
ま
り
部
下
の
一
挙
手
一

投
足
に
よ
っ
て
、
武
田
家
の
イ

メ
ー
ジ
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要
だ
、

と
い
う
こ
と
だ
。 

    

格
言
よ
り  
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またしても遅い回答   
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

「
あ
る
局
で
重
大
な
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
違
反
が
あ
り
（
郵
便
物
の
隠

匿
）
ロ
ッ
カ
ー
点
検
で
な
く
、
ロ
ッ

カ
ー
の
入
れ
替
え
を
す
る
」
と
支
社

か
ら
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
定

期
的
な
ロ
ッ
カ
ー
点
検
で
は
、
あ
く

ま
で
も
協
力
と
い
う
事
で
見
せ
て

も
ら
え
な
い
社
員
が
い
る
。 

ロ
ッ
カ
ー
を
入
れ
替
え
る
と
な

れ
ば
全
て
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら 

  

う
い
っ
た
事
も
踏
ま
え
て
現
場
で

や
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
」
と

回
答
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
事
例
は
港
品
川
支
部
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
各
職
場
で
の
チ

ェ
ッ
ク
が
重
要
で
す
。
各
職
場
で

点
検
し
ま
し
ょ
う
。 

  

 

 

 

 

ロ
ッ
カ
ー
入
れ
替
え
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
は 

無
く
な
る
の
か
？ 

な
い
。「
ロ
ッ
カ
ー
は
貸
与
な
の
で

局
判
断
で
や
る
」
と
強
気
の
態
度

で
す
。
こ
れ
を
行
う
だ
け
で
ど
れ

だ
け
の
労
力
を
使
う
の
か
。
し
か

も
、
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
な

り
ま
せ
ん
。 

何
で
も
気
軽
に
話
せ
る
職
場
の

風
土
改
革
・
ゆ
と
り
あ
る
仕
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

赤
坂
局
で
働
く
期
間
雇
用
社

員
の
組
合
員
が
、
「
昼
休
み
が
取

れ
な
い
。
休
憩
が
取
れ
な
か
っ
た

分
の
賃
金
未
払
い
を
支
払
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
会
社
に
訴
え
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
、
支
社
は

「
本
人
の
メ
モ
自
身
に
も
間
違

っ
た
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ 

赤
坂
局
で
賃
金
未
払
い
、
早
急
に
解
決
を 

 

現場の現実を交渉の場に  大会要求 

地本バスレク開催・１０月１４日 

 

 

 ９
月
１
０
日
に
提
出
し
た

「
第
７
回
定
期
大
会
要
求
」
に

対
す
る
回
答
（
到
着
は
２
６

日
）
が
１
０
月
２
４
日
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
会
社
の
い
う
と
こ

ろ
の
年
賀
販
売
が
迫
っ
て
い

る
こ
の
時
期
に
で
す
。 

回
答
の
中
身
は
例
年
の
よ

う
に
「
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
逃

げ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

交
渉
は
今
月
に
入
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
現
場
で
起
き
て

い
る
事
実
を
交
渉
の
場
で
出

し
て
い
く
こ
と
で
、
会
社
側
か

ら
中
身
の
あ
る
回
答
を
引
き

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

地
本
は
全
力
で
会
社
と
交

渉
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。 

  
（２面に記事） 

 安
全
最
優
先
の
業
務
は
ど
う
し
た
？ 

９
月
３
０
日
、
猛
烈
な
台
風

が
通
過
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
は

早
々
と
運
休
を
決
め
ま
し
た

が
、
そ
の
時
点
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
て
い
る
社
員
し
か
退
社
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
以
外
の
人
は
終
業
ま
で
仕
事

を
し
た
よ
う
よ
う
で
す
。 

 
安
全
最
優
先
と
言
っ
て
い
る

は
ず
の
会
社
は
社
員
の
安
全
を

考
え
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
特
休

扱
い
な
の
に
時
間
休
で
帰
れ
と

言
っ
た
所
が
あ
り
、
そ
の
後
、

特
休
に
変
え
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 



                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 

 

  

 

★
計
画
付
与
制
度
の 

導
入 

(

期
間
雇
用
社
員
・
短
時
間

社
員
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員

及
び
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
高
齢

再
雇
用
社
員)
 

・
１
０
日
以
上
の
年
次
有
給

休
暇
が
発
給
さ
れ
る
社
員

で
、
発
給
日
以
降
の
直
近
の

４
月
１
日
又
は
１
０
月
１
日

に
５
日
取
得
し
て
い
な
い
場

合
は
、
５
日
に
満
た
な
い
日

数
を
計
画
付
与
の
休
暇
と
し

て
取
得
で
き
ま
す
。 

・
計
画
付
与
の
対
象
と
な
る

社
員
に
は
、
時
期
に
な
っ
た

ら
し
ゅ
う
ち
さ
れ
ま
す
。 

◆
今
春
闘
に
お
い
て
の
中
央
本

部
と
本
社
と
の
交
渉
で
対
立
部

分
に
関
し
て
の
交
渉
で
、［
計
画

休
暇
及
び
扶
養
手
当
見
直
し
］

に
つ
い
て
、「
期
間
雇
用
社
員
等

の
計
画
休
暇
」、「
扶
養
手
当
」

に
つ
い
て
は
、
運
用
上
の
問
題

点
等
の
指
摘
し
、
要
求
書
と
し

て
は
了
解
と
し
ま
し
た
。 

 

★
育
児
休
業
の
有
給
化 

(

正
社
員
・
高
齢
再
雇
用
社
員) 

・
最
初
の
３
日
間
の
育
児
休
業

は
有
給
と
な
り
ま
す
。(

４
日
目

以
降
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
無

給)

・
取
得
希
望
者
は
申
請
が
必

要
と
な
る
の
で
、
申
し
出
が
必

要
。 

※
子
の
出
生

の
日
か
ら
起

算
し
て
８
週

間
を
経
過
す

る
日
の
翌
日

ま
で
の
育
児

休
業
に
限
り

ま
す(

２
０
１

９
年
９
月
３

０
日
ま
で
の

１
年
間
は
経

過
措
置
と
し

て
取
得
可
能

で
す
。) 

 

  

 

    

（２） 

２０１８年 １１月 １日（木） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

   
 

 計画付与制度の導入と

育児休業の有給化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

当
面
の
行
動
日
程 

１
１
月
３
日 

安
倍
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
国
会
前
大
行
動 

１
３
時

地
裁
前
集
合 

１
１
月
１
８
日 

地
本
秋
の
学
習
会 

東

部
区
民
事
務
所 

１
３
時 

深
夜
労

働
改
善
交
流
会 

１
０
時 

１
１
月
１
９
日 

総
が
か
り
行
動 

 

 

 

 
ること、非正規労働者の格差是正について、労契法 20 条裁判での地裁判決を生

かし、組合交渉で格差是正の制度改正をかちとることの重要性が訴えられました。 

 銀座郵便局では、さらに仲間が増え 30 人での宣伝活動となりました。この日、

各職場でのビラ配布行動を行ってから銀座局の行動に集まった組合員からの連帯の

あいさつをはじめ、銀座支部の春闘のとりくみの報告がありました。参加者全体で

18 春闘勝利のシュプレヒコールを行い、本社前集会と院内集会へ合流しました。こ

の後、葛飾新宿局での宣伝行動の予定となっていましたが、雨天荒天のため断念し、

場所を移し地方の仲間も合流し春闘勝利！大交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１４日最高裁前 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１４日、東京地本主催で山梨県にバス

レクに行ってきました。当日は朝８時に新宿郵

便局前に集合。生憎の雨天でしたが、参加者３

０人が元気にバスに乗り込みました。バス内で

全員が自己紹介をして、初めて地本のレクに参

加してくれた人もいました。 

高速道路もすいていて、予定よりも早めに最

初の場所であるワイン工場に到着。ガイドの話

を聞きながらワインの入った樽の並ぶ工場の

中を見学し、その後７種類ほどあるワインの試

飲を堪能。お土産にワインを買っていく人もい

ました。 

次に訪れたのは「見晴らし園」。ここは、ブ

ドウ狩りと山梨名物「ほうとう」が食べられる

所で、ブドウ狩りでは甘いブドウを時間内一杯

食べたのですが、一人迷子になってしまうとい

う一幕もありました。昼食のほうとう鍋も美味

しく、みんな完食してしまいました。最後は「ほ

ったらかし温泉」というテレビでもよく紹介さ

れている温泉へ。山の上の方にある露天風呂の

ある温泉で、この頃には雨もあがり、山梨市や

甲府市を見下ろせる風景は絶好の眺めでした。

残念ながら雲で富士山は見られませんでした

が、たが、バス内の感想トークでは「温泉がよ

かった」「ほうとう美味しかった」の声があり、

「またバスレクやってほしい」という声には、

企画してよかったな、と地本一同思いました。 

 

 ワイン🍷ぶどう🍇温泉♨ 

大 満 足！！ 
地本バスレク 

 

 

 

 

 

 

 

 

郵
政
２
０
条
裁
判 

東
西
高
裁
判
決 

東
日
本
１
２
月
１
３
日
（
木
）
１
４
時 

東
京
高
裁
８
２
２
号
法
廷 

西
日
本
１
月
２
４
日
（
木
）
１
３
時
１
５
分 

大
阪
高
裁
８
２
号
法
廷
（
ま
た
は
８
１
号
） 

育
児
休
業
に
限
り
ま
す
）。 

※
有
給
化
に
伴
い
、
特
別
休
暇

(

社
員
の
配
偶
者
の
出
産)

を
廃

止
。(

２
０
１
９
年
９
月
３
０
日

ま
で
の
１
年
間
は
経
過
措
置
と

し
て
取
得
可
能
で
す) 

 

が、全員が満足していました。 

帰りは高速道路が渋滞で、行き

の倍以上時間がかかりました

が、バス内の感想トークでは

「温泉がよかった」「ほうとう

美味しかった」の声があり、「ま

たバスレクやってほしい」とい

う声には、企画してよかったと

思っています。 

地本秋のレク 

＆ほうとう鍋 

地本秋の学習会 
１１月１８日（日）１３：００ 

東部区民事務所 

 

➀郵政２０条裁判の結審にふまえ、今後

の取り組み（講師：中村本部顧問） 

②郵政１９春闘の展望と課題 

       （講師：日巻本部委員長） 

各支部からの積極的参加を！ 

 



 


